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第35 回年 次大 会〕

９月10 日（土）第４会場　 午前10 : 30～12 : 00

被　服　149

B 89 動か ＝直合'^ ろ表 原叔計の蚤府 （ 参り ）

着用史摩によろズ フパ 又の泉形
呼り? か大衆人　ｏ小松由志　木岡延 子　　広ﾒい奔放参 有　噌 田茅 チ

目的　動作に遊応t  るゆり-i 左求めて、前報て･＼Zスラ､丿 ス日

としビ1  ＼ヽ載物を素膀り 艮スフ パ ス£ $ 則 だ場合、動作吟の良細 こ与える影牙･こつ

いて鞭身l    fz。本根で13、 このス7  パ ヌの^  旧家摩 左行い。布の泉形状熟々ヽら動非重尺
・ 乞考察( r-､ 。ヽ

方ま　嵐陳 看13平均20 リヽ で.   ロ- レ/ﾚ 示､教、^  = /.3i .　S -  0｡/ぶの健東な女チタ糸 で

9> ろ。架験 眼憾立求jEr ま勢でド-  ピ ングI -   几 。のが眼口i>  ＼ Tz トワ ールで作槃l
仁密丿 型スラ。7  ,ズでめる。こおい 吋閉省用け 日常動布£行い、－避呵放 斟 た殲僻

体ト 布の伐禰ひず3f 及び伸長状隻を親察{    I-
 
。

妬果　 ゆ乙り

り 友f  が蒼ド 々らr＼ た。 象形 に 洛ビ ーズ£再騰帽r ご莱開図ず13. 動 非にぷパ ま

tヽヽ た渉の伸び乙さらに希のひずみにぷろ聞 醒が穴き之めらわれろこ乙が侃りり 仁。葦験
盾A    り に 卵 ぼ. 瞼関節囲で.   弟 分､バ 、菰^0､バ 、M 厨で、f＼ μヽ1（ 履ﾀ 吋 り 神

泉宰 がみいn £.

B 90
勝部 変形1-- V. I ＼t^wL^m.  >i' - 1  ̂> <r) fMi? いつV  )て

山 田峻政矩 欠　　　 〇尽 田寿 江

椙μ ヤ 学園火 家政　　 高 橋春 子

目 的 虹 年、既 厦服 の惑建 によ って デr  / ン･  サ イズ等ヵり

ことべ 一般的1-. な-> て き机 。 斟こで、本府 弘で喀 既製服 の創 作時 に-aけ ゐ査 良 性 つ蕪 討 １

日的t  レ、機 能性 がt 視 さ れろ ジ ー/ぐン-）% 朧喫験 を行っし 曰弗動 作r 丿<   ヒら 八ヽゐ前

傾 乙ｲ札 卜 甲 腰亭勢 にお・ヽて、 デゲ4 ン貳蓼硲 ゐじ ーパ ンが人体 腰刳吊 与ﾇ_ る影 響お＆V

ジーパ ンの腰聊 変形 と種町 面 ふリ考 祭 する。

方法　 複験 かt 成 人ヤ り ゐ ヒレ、資料 才ヽ蔵績^  i--埴合 し化スト レート　 スリ ム、（ ヒ､、

プ ボー ン）、ウX ースト ブ ムX  りの3  種 りジ ー0 ン とし に・ 計?i'J将 也 は、 下
≒-t
  |Z墳目 とし、

たて 基準線^  /り 町vl  リ、俸 表面 および ジ ーA    ンに呼 しト 。裸 体 ＼L   ジ ーノぐン着服状 態 にI 、

静 七時ヒ動作 時 にお すヽゐ名部 位 の周lit- 長 催 をマlレヤ ン計 測 賂 を用 べヽ 削 £し 犯。^  ら ぱ

p 項目 より、m 咽・ 臍点囲･  賑 肌 の3 項 目Iこつヽヽ て穐條・ 共状 縁 を刺史 し、 スライ ディ ン

ブげ ージ による順雛 僧 の比敢聊 討 い い た。

結長 （D　 動作時^ 裸 体 を基 準 ＼i レフ 、 ジ一/でン９ ずれ と体側 線ニ で比較 すろ ヒ、ジー

ノ?ン刹 胴 で`は後 方 へず`（ 臍 点､囲 ■ Hi 囲 は前方 へ ず瀧 ゐ、へ 阿`し、 入りム､り臍 薦凪では、

ﾉら体側線 ぶで後方 に ず`れ 肘生 じ゙卜 。　 の　 動 作時 におい て、 入卜 し 一ト･    7､') ム､の嗚合､ま

前ax" ん俸 へ･) 鳶･£n^  経られ、7- トI  一卜m 部 に葦 レV＼   aウX スト コ八 入 い また体ﾉi £､ ぐ

'jrtxく、mm  り 詐貳 ヽT:裸 体 と難似 し てヽ･ろ。


